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燃料費
燃料費以外

原子力は事故が起きた
時のことを考えたら
もっと高いんじゃない？

出典：資源エネルギー庁発電コスト検証
　　 ワーキンググループ（2015年5月）を基に作成

風力や太陽光は
燃料費がかからない
のに高いのね。

再生可能エネルギーで
発電される方
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電気をご利用の
お客さま

電力会社

（  　　　　　）再生可能エネルギー賦課金の
回収・分配を行う機関

■ ドイツのエネルギー源別発電電力量比率 ■ ドイツの再生可能エネルギー賦課金の推移（総額）

出典：ドイツ・エネルギー・水道事業連盟
（BDEW）の2014年12月発表資料を
もとに作成。2014年は暫定値

再生可能
エネルギー
6.6％

その他3.9％

原子力
29.5％

5,766億
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2000年

褐炭
25.7％

石炭
24.8％

天然
ガス
8.5％

石油製品1.0％

再生可能
エネルギー
25.8％

その他4.3％

原子力
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2014年
（暫定値）

褐炭
25.6％

石炭
18.0％

天然ガス
9.6％

石油製品0.8％

出典：ドイツ連邦環境省、ドイツ・エネルギー・
水道事業連盟（BDEW）、連邦ネットワーク庁
資料をもとに作成
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一家庭当たりの負担
月2,400円

一家庭当たりの負担
月80円

14年間で約30倍

（注）一家庭当たりの負担額は
　　使用量280kwとして算定しています。
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一家庭当たりの負担

月442円

一家庭当たりの負担

月630円

一家庭当たりの負担

月62円

今後
さらに上昇

資本費
3.1円／ｋＷｈ

運転維持費
3.3円／ｋＷｈ

燃料費・核燃料サイクル費用
1.5円／ｋＷｈ

政策経費
1.3円／ｋＷｈ

事故リスク対応費用
0.3円／ｋＷｈ～

追加的安全対策費
0.6円／ｋＷｈ

社
会
的
費
用

発
電
原
価

福島原発事故による
事故対応費用、約12.2兆円～

立地交付金、
もんじゅ等の研究開発費など

使用済燃料の再処理費用、
高レベル放射性廃棄物処分
費用など

新規制基準に基づく、
追加的安全対策費

人件費、修繕費など

建設費、廃炉費用など

原子力の発電コストを
くわしく見てみよう

安いだけでいいのかしら？
やっぱり安全が何よりだわ。

ずいぶん難しそうな話だけど
私は安い方がいいと思うわ、
やっぱり。

地球環境のことも
考えんとな。
やはりバランスが
大事じゃなぁ。

さすがドイツ。再エネは
ずいぶん増えてるわね。

原子力は減ったのね。
でもまだ使ってるんだ！

■ 再エネ発電賦課金単価の推移

24.2

電気料金とは深～い関係
発電のコストってどうなの？

難しいけど大切なエネルギーの選択
あなたならどう考えますか？

い

原子力発電は、他の電源と比べて高くはありません。
　再生可能エネルギーは、石炭火力、LNG（液化天然ガス）火力などの電源
と比べ、発電コストは高めです。
　原子力の発電コストには、核燃料サイクル費用、廃炉費用、電源立地交付
金なども含めて試算されています。また、事故リスク対応費用は福島第一原
子力発電所による事故対応費用を約12.2兆円と想定して算定されています。
しかしもっと費用がかさむことも考えられることから、その場合の変動を考慮し
て下限値という扱いにしています。（１兆円増えると０．０４円／ｋＷｈの増加）

再生可能エネルギーの導入拡大を推進するために
再生可能エネルギー固定価格
買取制度（FIT）の概要

電気を使うお客さまに支えられています

　太陽光や風力などの再生可能エネル
ギーでつくられた電気を、国が定めた価
格で一定の期間、電力会社が買い取る
ことを義務付けた制度。この買取費用
を、電気を使用するすべてのお客さまか
ら使用量に応じてご協力いただくのが再
エネ発電賦課金（再生可能エネルギー
発電促進賦課金）です。　

　再生可能エネルギー
の増加に伴い買取費用
も増え、2015年度は日
本全体で約1.8兆円に

上りました。再生可能エネルギーは今
後も増える見込みでお客さまにご協力
いただく再エネ発電賦課金の単価は上
昇していくことが確実な情勢です。

　日本が参考にした再エネ固定価格買取制度を2000年から導入したドイツでは、太陽光
発電や風力発電が急増しましたが、賦課金は１４年間で約30倍になりました。ドイツ国民や
企業が2014年に支払った賦課金総額は236億ユーロ（約3兆5000億円）で、一家庭当たり
の負担額は月額約2,400円にもなり、電気料金の約20％が賦課金となっています。

電気料金の約20％を占める
再エネ発電賦課金。

（ ））

再エネ普及には
協力したいけど…

■ 2014年モデルプラント試算結果概要エネルギー源別の発電コスト

知ってた？ 最近、
「再生可能エネルギー」が増えてる理由

わ け

再生可能エネルギー
「先進国」

　　  ドイツの現実
。


